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〇前向きで活力のある学校
〇温もりのある学校
〇地域に根ざした学校

重点目標

学校関係者評価

評価項目 満足度指標 取組の状況 達成状況 評価者の意見

1
児童が，業前，業間の個別的な学
習に取り組むことができるように
指導・工夫することができた。

Ａ

2
児童が，意欲的に家庭学習に取り
組むことができるように指導・工
夫することができた。

Ｂ

3
児童が，授業において主体的・対
話的で深い学びにつながるように
指導・工夫することができた。

Ｂ

4
児童が，進んで読書に取り組むよ
うに指導・工夫することができ
た。

Ｂ

5
児童同士が互いのよさを認め，友
だちと仲良くできるよう指導する
ことができた。

Ａ

6
児童の挨拶・返事・言葉遣いにつ
いて，適切な指導をすることがで
きた。

Ａ

7
学校が楽しいと感じ，安心して自
分の意見を話すことができるよう
な雰囲気づくりに努めた。

Ａ

8
いじめの認知についてしっかりと
理解し，対応することができた。

Ａ

9
学校の決まりや学級で決められた
生活の約束を守ることができるよ
うに指導することができた。

Ａ

10

運動量の確保を目指して，業間休
みや昼休みに元気に遊んだり体を
動かしたりするように声をかける
ことができた。

Ａ

11
給食は，好き嫌いなく食べるよう
に声をかけることができた。

Ａ

12
登下校の交通ルールやスクールバ
スの利用について，指導すること
ができた。

Ａ

13

児童に，テレビ・ゲーム・動画の
視聴時間を意識させ，健康で安全
な生活をするように指導すること
ができた。

Ｂ

14
家の人や友だち・先生に，いつも
元気にあいさつができるように指
導することができた。

Ａ

15
ハンカチを身に付けさせ，給食前
やトイレ後に手を洗うよう指導す
ることができた。

Ａ

16
作業や掃除の時間は，友だちと協
力して取り組むことができるよう
に指導することができた。

Ａ

17
児童の家庭での様子によく耳を傾
け，児童理解に努めることができ
た。

Ａ

18

学校・学級の様子がよくわかるよ
うに，お知らせ文書(学校・学級便
り，保健便り等)を発行することが
できた。

Ａ

19
忘れ物を減らすために，明日の準
備や宿題をできるよう指導を工夫
することができた。

Ａ

20

児童が，宿題や家庭学習(学年×10
分+10分)を進んで行うことができ
るような手立てをとることができ
た。

Ｂ

21
先生は，子どものよさ（個性）を
理解し，公平に接していました
か。

Ａ

22
先生は，いじめや悪いことをした
ときはきちんと指導していました
か。

Ａ

23
先生は，学習における子どもの能
力や努力を適切に評価していまし
たか。

Ａ

24
学校は，気になることを相談しや
すい雰囲気がありましたか。

Ａ

25
学校の施設や設備の環境は，安全
できちんと整備が行われていまし
たか。

Ａ

26
学校での職員の対応は，礼儀正し
く，丁寧で，親切でしたか。

Ａ

27
特色ある学校づくりは，子どもの
よりよい成長につながっていると
思いますか。

Ａ
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・保護者からの要望につ
いて課題になっているこ
とはあるか。相談的な対
応が必要である。
・地域の方に講話をして
もらうことはとてもよ
い。しかし，１～６年児
童と保護者が一緒に聞く
のは難しい。親子で一緒
に活動するような取組は
どうか。
・オーストラリアの子ど
もとふれあうことができ
ることは貴重な体験であ
る。英語に対する興味関
心は高まっているのか。
・いろいろな取組を進め
ていくことは大事だが，
働き方改革への対応はど
のようになっているの
か。

〔H30 指標〕
○進んで話合いに取り組む児童90％
◇学診経年 ＋12Ｐ
○家庭学習に取り組む児童（宿題100%
自主学習75%）
○読書冊数が年間で50冊を超え感想が
書ける児童75％

・授業力ブラッシュアップ研修による
授業改善に取り組む。
　※主体的・対話的で深い学びのある
授業づくり
・業前，業間の「北浦タイム」におけ
る個別的な学習を取り入れる。
・家庭との連携による学習習慣づくり
を積極的に推進する。
・キャリア教育における学びに向かう
意欲や態度を醸成する。

〔H30 指標〕
○休み時間に「北浦小遊びの約束」を
守る児童100％
○給食において好き嫌いなく食べる児
童 100％
○体力テストＡ+Ｂの割合が全児童
75％以上

・体力テスト等の結果を生かした指導
の工夫改善に努める。
・業間運動，体育的行事の充実に努め
る。
・健康教育(食育，薬物乱用防止教育)
の充実に努める。
・安全教育(生活，交通，災害)の充実
に努める。

・学校経営方針を全職員が理解し，各
主任が中心となって立てた計画に向
け，組織的・協働的に取り組むように
努める。

・基本的な生活習慣づくりやその改善
を図るため，アンケート調査の結果や
日々の児童の様子をもとに，生徒指導
主事を中心として集会活動や発達段階
に応じて各学級での指導を行うように
努める。

・支援会議や校内研修を充実させるこ
とで，特別な配慮を要する児童につい
て情報の共有化を図り，一人一人の教
育的ニーズにこたえられるように努め
る。

・学校や学級の様子，児童の活動の様
子がよくかわるように，お知らせ文
書，学校・学級だより，保健だより等
の発行，学校ホームページの更新に努
める。

・「家庭学習の手引き」（小中一貫）
を学級懇談会で説明し，家庭学習の習
慣づくりを学校と家庭が連携して取り
組めるように努める。

〔H30 指標〕
○進んであいさつ・返事ができる児童
90％
○休み時間に異学年と交流した児童
90％
　（縦割り班活動を除く）
○「いいとこ見つけた」児童全員を掲
示
○学校が楽しいと感じる児童 100％

・「友達１００人プロジェクト」を通
して，笑顔であいさつ・返事，豊かな
関係性を築く力を育む。
・縦割り班を編制し，年間を通した意
図的な体験活動を推進する。
・小中一貫教育を推進し，計画的・系
統的な取組によって，基礎的・汎用的
な能力を培う。
・個別的な支援を要する児童への具体
的な援助を図るとともに，互いの個性
を認め合える集団づくりを進める。

・ゲームやインターネッ
トの活用など専門家の話
を聞く研修会を全校でも
てないか。
・携帯電話をもたせるに
しても，小学生というこ
とを考えれば，もっと規
制が必要ではないか。
・近所では子どものあい
さつは聞いている。家庭
内でのあいさつの習慣が
なくなっているのではな
いか。
・家庭で親子のふれあい
をもつことを大事にした
い。自己肯定感を育てる
ことにつながる。

・保護者との連携を図り，適切に情報
交換を行うことで，一人一人の個性に
応じた指導に努める。

・毎月，安全点検を実施し，分担個所
の交代により，複数の目で確認し事故
防止に努める。

・職員による校舎内外の整備，児童活
動の一環とした花壇づくりにより環境
美化に努める。

・児童一人一人の学校生活の把握，保
護者との個別面談，児童との教育相談
等の積み重ねにより，学校や学級が児
童にとって安心して過ごせる場所であ
るよう努める。

・総合的な学習の時間や特別活動を中
心に発達段階に応じて，郷土教育と国
際教育の推進に努める。
　

・児童に,テレビ・ゲーム・動画の視聴
時間を意識させる取組として，学級活動
で取り扱うなど指導しているが，児童だ
けではなく家庭の協力が不可欠な問題で
ある。引き続き保護者への理解啓発を進
めていく必要がある。

・４～６年児童と保護者を対象に携帯電
話の使い方についての講演会を実施し
た。

・元気にあいさつができるように指導を
進めているが，子供たちから大きな声で
あいさつをする場面は決して多いとは言
えない。相手に聞こえる声であいさつが
できるように継続して指導したい。

・学校生活を落ち着いて過ごすことがで
きるように，保護者との面談をもつよう
に努めた。児童の課題だけではなく，よ
さをを取り上げることによって，相互理
解を深めることができた。また，連絡帳
を積極的に活用した理解を今後も継続し
たい。

・家庭学習については，宿題への取組は
進んでいるが，自主学習については内容
の具体的な提示など，児童の興味関心を
高めたり，取組を認めたりする活動をさ
らに進めたい。また，機会をとらえて保
護者への理解啓発を図り，学習への習慣
化を図りたい。

 

次年度への方向(改善計画等)

・お互いの良さを認め合
い友達を増やそうとする
取組がよい。掲示物も全
児童が見られるように
なっている。
・不登校児童の状況につ
いて具体的な情報を知り
たい。また，いじめにつ
いても認知件数や解消率
もわかるようにしてほし
い。
・いじめについては，い
じめの定義について保護
者に具体的に説明が必要
である。
・児童虐待について，痛
ましい事件が報道されて
いるが，学校での早期発
見に努めてほしい。わか
りにくさがあるなかで，
どのように見つけるか工
夫が必要である。

〔H31 指標〕の達成状況及び考察
○進んで話合いに取り組む児童　86％
  ※学診経年変化　＋１５Ｐ（４教科合計　各学年）
○家庭学習に取り組む児童
　宿題　１００％　　自主学習　９０％
○読書冊数が年間で50冊を超え，感想が書ける児童　７５％

◇「わかる」授業づくりを継承し，児童自ら学習のめあてをもち，学
習を振り返ることを通して，主体的・対話的で深い学びある学習を実
現する。

◇言語活動を重視し，学習のあらゆる場面で言語を介した交流を進め
て表現力を高めるとともに，ものの見方・考え方を広め深める。

◇業前・業間及び家庭学習の工夫改善を通して，個別的な学習支援を
更に充実させ基礎的・基本的な学習内容の定着を図る。

◇学校及び家庭での読書環境を整備し（各学級・委員会活動・図書ボ
ランティア），児童一人一人の読書習慣拡充を目指す。

・先生方が「わかる」授
業づくりに努力し，成果
を上げていることはすば
らしい。
・北浦小学校では学びの
場が工夫されていて，児
童の個性に応じた学習が
できている。意欲も上
がっているのではない
か。
・ボランティアによる本
の貸し出しなど児童がた
くさん本を読める環境づ
くりが進んでいる。

自己評価

〔H30 指標〕の達成状況及び考察
○進んで話合いに取り組む児童　86％
◇学診経年　＋12.7Ｐ
○家庭学習に取り組む児童
　宿題　93.3％　　自主学習　80％
○読書冊数が年間で50冊を超え，感想が書ける児童
60％（１月現在）

・今年度は，ブラッシュアップ研修を通して，教師が
授業に対する意識を変えることができた。これが他教
科等で日常的に生かせるよう，意識を高めていくこと
が必要である。
・基礎的・基本的な事項の定着を図るため，テスト結
果の分析とテストの繰り返し活用を実施した。しか
し，分析を基にしたテストの活用方法や個別指導の工
夫改善が必要である。
・家庭学習の充実を図るために，小中一貫の家庭学習
の手引きを作成した。これを十分に活用させるための
工夫が必要である。
・学級担任以外の教師による読み聞かせ・ブックトー
クの実施とPTA図書委員による読み聞かせ会を実施し
てきた。また，図書室での貸出業務をスムーズにする
ために週に２回，図書のボランティアの協力を得た。

〔H30 指標〕の達成状況及び考察
○進んであいさつ・返事ができる児童　94％

○休み時間に異学年と交流した児童　91％

○「いいとこ見付けた」に全員掲示　469枚（複数）

○学校が楽しいと感じる児童　88％

・週２回のスクールライフサポーター等の関わりによ
り，不適応を起こしている児童への支援を行ってき
た。しかし，児童の変化への気づきが遅れたり家庭へ
の対応が十分ではないケースがあった。不適応を起こ
している児童についての定期的なケース会議の開催と
対応を更に充実させたい。
・縦割り班活動を実施することで，通常の休み時間に
異学年児童と遊ぶ姿が増えてきた。更に活動が充実す
るように工夫改善を図りたい。
・「友達１００人プロジェクト」を推進し，友達のと
らえ方について各学級で話し合うことができた。ま
た，よいところを積極的に認め合う活動を展開した。
全校の掲示板には，よいところを認め合う虹のかけ橋
を大きくつくることができた。
・９年間を見通したキャリアノートの活用により，毎
学期ごとに個別の目標設定，目標達成を目指した取
組，さらに振り返りによって自己理解を深めることが
できた。

〔H30 指標〕の達成状況及び考察
○休み時間に「北浦小遊びの約束」を守る児童　95％

○給食において好き嫌いなく食べる児童 83％

○体力テストＡ+Ｂの割合が全児童　70.4％

・登校斑やスクールバスごとに安全な歩行やバス乗車
の仕方について定期的に指導した。
・休み時間の約束について，児童に確認させる機会を
設けたり，教師の意識を高めたりする必要がある。
・教職員による月初めの登校指導を実施した。
・毎週木曜日の給食時間に，栄養教諭による食育指導
を各学級ごとに実施した。
・体育ｺｰﾅｰや体力づくりについての掲示や数値目標を
掲示することで児童の体力向上への意識向上をつねに
図っている。また，業間運動は，持久走，縄跳び，投
力の３点に絞り，特に投力における場の設定の工夫や
教具の作成に取り組んだ。

〔H31 指標〕の達成状況及び考察
○進んであいさつ・返事ができる児童　９５％

○休み時間に異学年と交流した児童　９５％

○「いいとこ見付けた」に全員掲示

○学校が楽しいと感じる児童　１００％

◇挨拶・返事などの基本的な生活習慣の定着を図るために，計画的・
系統的な指導の在り方を共有化するとともに，運営委員会や学級活動
等による児童自らが取り組む習慣づくりを進める。

◇毎月の生活アンケートやＱＵテストの実施など，客観的な資料を生
かしながら児童理解に努め，いじめ・不登校の未然防止を図る。
（いじめの認知件数と解消率の向上，不登校率０．１％）

◇児童の個性を認め合う指導を今後も推進し，児童の豊かな関係性の
構築を図る。（「友達１００人プロジェクト」の工夫改善，全校掲示
版の作成）

〔H31 指標〕の達成状況及び考察
○休み時間に「北浦小遊びの約束」を守る児童　１００％

○給食において好き嫌いなく食べる児童 １００％

○体力テストＡ+Ｂの割合が全児童　７５％

◇基本的な生活習慣の指導と関連付け，遊具遊びやボール遊びなど安
全に楽しく活動できるルールづくりと遵守の指導を継続する。

◇食育の指導について，校内の指導の充実（栄養教諭の活用）を図る
とともに，積極的な情報発信による家庭との連携を進める。

◇体力テストの結果を生かし，課題となる運動について教科体育及び
業間体育を通して向上を図る。また，学校行事等と関連付けた運動の
場を工夫する。

◇定期的な点検や日常の指導・訓練等（生活・交通・災害）を着実に
実施するなど危機管理を徹底させ，学校事故０を目指す。

○基本的な生活習慣の定着について，生活スタンダードなど教師一人
一人が十分理解できる場をつくるとともに，指導の状況をチェックで
きる態勢を構築し指導の徹底を図る。

○生活習慣づくりについて，運営委員会による児童を中心とした活動
や学級での取組を進めるとともに，多様な情報発信による家庭との連
携を深める。

○今後の課題となるゲームやインターネット，携帯電話の使い方につ
いて，保護者との懇談の機会を学期１回実施する。また，学級活動等
で取り上げるとともに，学年の実態に応じた講話（外部講師）を開催
する。

○家庭学習手引きの活用や家庭学習計画表の作成，認め励ます振り返
りの実践を進めるとともに，取組内容の厳選，保護者との連携に取り
組む。

○電話対応や連絡帳への記載などに十分留意し，保護者が相談しやす
い関係づくりに努める。ミニ研修などを通して全職員の共通理解を図
る。

○学校と保護者，保護者間など，学校行事やＰＴＡ活動などを通し
て，関係づくりを推進する。特に，学年委員を核とした活動を工夫す
る。

○学校コンプライアンス委員会を月１回実施するとともに，学校の実
態に応じた研修内容の工夫を図り，服務規律の徹底を図る。

○特色ある学校づくりを今後も積極的に継続する。また，これまでの
計画を見直し，児童の興味関心を高める地域教材の活用に取り組む。

　　【達成状況】　◇よくできた　８５％以上
　　　　　　　　　◇概ねできた　６０％以上
　　　　　　　　　◇努力が必要　５９％以下

　　　　　　　　　　※アンケート結果のＡ＋Ｂの合計％
　

・スクールバスの活用に
よって児童の体力が低下
していないか気になる。
体力テストや陸上記録会
の結果はよいようだが。
・虫歯の治療率が低い。
決まりを守ることや好き
嫌いをなくすことについ
ても，家庭の在り方が課
題になっているのではな
いか。

○子どものよさ（個性）を理解し，公平
に接していると感じている保護者は90％
以上であった。
○学習における子どもの能力や努力を適
切に評価していると感じている保護者は
90％以上であった。

・保護者からの要望等について，各担任
や生徒指導主事，特別支援高ディネー
ターなど複数で役割を確認しながら対応
した。必要に応じて，面談を通して信頼
関係を築くことができるように努めた。

・郷土教育について，本年度は外部講師
（茨城大学准教授　郡司晴元先生　小貫
在住）を招いて取り組んだ。実際に関
わっている地域の方の話を聞くことで，
それぞれのテーマについて知ることがで
きたり，理解したりすることができた。

・国際教育においては，６学年やクラブ
活動等を中心としたインターネットによ
る月１回程度の交流活動に取り組んだ。
今年度は，ドロマーナ小学校児童が９月
に来校し，「収穫祭」をテーマに全校児
童による交流活動を行った。芋掘り・焼
き芋体験やお祭り体験，昼休み遊び・清
掃活動など，直接体験による交流活動が
実現した。活動の中で，積極的にコミュ
ニケーションを図ろうとしたり，英語を
使おうとする姿が多く見られた。
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教職員の発想・工夫を生かした活力ある学校運営
(PDCAマネジメントサイクルの積極的な活用)


